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府
は
こ
れ
ま
で
の
経
済
財
政
政
策
を

推
進
し
て
き
た
結
果
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
傾
向
が
続
き
、「
経
済
の
好
循

環
」
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
と
し
、
今
後
と

も
「
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」
と
「
財
政

健
全
化
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
国
の
平
成
　
年
度
予
算
は
、
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「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
着
実
な
推
進

と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
で
掲
げ

た
新
三
本
の
矢
で
あ
る
「
希
望
を
生
み
出
す

強
い
経
済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
を
推
進
し
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
新
た
な
財
政
規
律

の
構
築
と
行
政
の
簡
素
・
効
率
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
と
活
性
化
に
努
め
、

平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

２８

比
　
％
増
の
　
億
６
千
　
万
円
、
ま
た
、
５

６．３

４３

２００

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
比
　
％
５．２

減
の
　
億
４
千
　
万
５
千
円
、
水
道
事
業
会

１４

６０９

計
は
、
前
年
比
　
％
減
の
２
億
４
千
　
万
円

５．７

２１７

で
、
各
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、　６０

億
５
千
　
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年
当
初
と

２６

比
べ
　
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
結
果
と
動
向
を
踏
ま

え
、
町
と
し
て
も
「
良
い
も
の
が
あ
る
地
域

は
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
競
争
力
を
い
か
に
強

化
し
て
い
く
べ
き
か
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

「
マ
イ
田
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
も

含
め
、
農
業
者
の
方
々
の
声
を
的
確
に
捉
え

つ
つ
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
農
業
者
が
意
欲
と
将
来
展
望
を
持
っ
て

経
営
展
開
で
き
る
よ
う
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

●
牛
肉
の
市
場
価
格
は
依
然
と
し
て
高
値
で

推
移
し
て
お
り
、
好
況
感
は
あ
る
も
の
の
、

引
き
続
き
経
営
環
境
の
向
上
に
重
点
を
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
平
産
肉
牛
は
「
産
業
ま
つ
り
」
に
お
い

て
も
大
き
な
目
玉
で
あ
り
、
昨
年
も
良
質
な

牛
肉
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
畜
産

振
興
の
観
点
か
ら
も
肥
育
事
業
は
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
鬼
鹿
牧
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、「
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
」
が
指
定
管
理
委
託
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
畜
産
農
家
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
設
の
さ
ら
な
る
有
効

な
利
活
用
を
前
提
と
し
て
、
専
門
職
員
の
配

置
に
よ
る
効
率
的
な
施
設
運
営
と
効
果
的
な

畜
産
振
興
を
期
待
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
資
源
状

況
の
悪
化
や
漁
業
者
の
高
齢
化
、
水
産
物
消

費
の
減
少
の
ほ
か
、
燃
油
・
資
材
等
の
価
格

高
騰
や
魚
価
安
傾
向
さ
ら
に
海
獣
に
よ
る
漁

業
被
害
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
加
え
て
温

暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

ほ
た
て
貝
の
価
格
高
騰
や
販
路
拡
大
に
よ
る

好
況
感
を
追
い
風
に
、
継
続
中
で
あ
り
ま
す

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
一
層

の
漁
業
者
所
得
の
向
上
と
水
産
業
の
振
興
や

将
来
へ
向
け
た
漁
村
存
続
の
有
益
な
活
動
を

進
め
る
た
め
、
漁
業
者
や
漁
協
、
地
域
住
民

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
生
産
活
動
の
拠
点
で
あ
る
、

臼
谷
・
鬼
鹿
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
実
施

計
画
に
基
づ
き
随
時
事
業
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
事
業
の
推
進
そ
の
他
漁
業
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
へ
の
要

望
等
を
継
続
し
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興
で
は
、
商
工
会
を
主
体
に

地
域
の
現
状
と
新
た
な
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
、

ま
た
、
昨
年
度
、
新
た
に
設
け
た
「
中
小
企

業
振
興
資
金
利
子
補
給
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

町
内
商
工
業
者
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
中
小
企
業
の
育
成
振
興
及
び
経
営
の

合
理
化
を
一
層
促
進
し
、
商
工
業
の
活
性
化

に
向
け
た
実
効
あ
る
対
応
を
進
め
ま
す
。

●
観
光
振
興
で
は
、
昨
年
度
は
「
小
平
町
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
た
「
道
の
駅

お
び
ら
鰊
番
屋
」
エ
リ
ア
に
多
く
の
方
々
が

は

じ

め

に

政

平成28年第１回町議会定例会が３月３日から14日まで開催されました。

この定例会で関町長が、平成28年度町政執行の基本方針を述べ、吉田教育長が平成28年度の教育に

関する主要な方針を述べました。

また、町政執行方針に基づいた予算案を提出し、慎重審議の結果原案どおり可決されました。

新年度のスタートにあたり、その概要をお知らせします。

平成２ ８年度 町政・町教育行政執行方針

産
業
振
興
施
策

平
成
　
年
度
主
要
施
策
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